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平　成　２　Ｘ　年　度

学校ＩＣＴ環境整備事業
同軸ＬＡＮ機器による校内ネットワーク構築
一式

 仕　様　書（案）
○○市教育委員会
仕様書

１．件　　名　　同軸ＬＡＮ機器による校内ネットワーク構築
２．納入場所　　○○市立小学校　ＸＸ校　（導入校一覧は別紙）

３．納入期限　　平成２Ｘ年　ＸＸ月ＸＸ日

４．目　　的　　　

○○市立小学校ＸＸ校の普通教室、特別支援学級及び特別教室に同軸ＬＡＮ機器を主とした

校内ネットワークを整備する。テレビ同軸線を利用する同軸ＬＡＮ機器により校内ＬＡＮの

整備を行い、かつ、耐震への影響を最小限にする。教科授業においても教育用コンピュータ

を活用し、分かり易い授業の実現ならびに児童の学力向上を目指すものとする。

５．内　　容

（１）同軸ＬＡＮ機器（親機）

（２）同軸ＬＡＮ機器（子機）

６．応札者の条件　

　　応札者は次の全ての条件を満たしていること。

　（１）当該システムに係わるアフターサービス、修理、部品提供を導入後５年間の期間に

　　　　わたり速やかに行い得る体制があること。

　（２）主として導入に携わる業者はＩＳＭＳなどの公的機関による認証を有するか、品質や

セキュリティを保証する体制を整備していること。

７．応札時における疑義の質問について

（１）仕様内容に不明な点がある場合は、平成２Ｘ年ＸＸ月ＸＸ日ＸＸ時までにＦＡＸにて

　　　質疑書を送信すること。電話や訪問による質問は一切受け付けない。

　（２）ＦＡＸ送信先　○○市教育センター　担当　△△　０ＸＸ－ＸＸＸ－ＸＸＸＸ

８．納入機器の搬入

（１）機器の搬入場所は、本市、各小学校の指示に従うこと。

（２）機器等の搬入及び運用につき、問題が生じたときは本市及び各小学校の指示に従うこと。

９．納入後の保守

[image: image6.emf]＜備考＞

①普通教室のうち、同軸ケーブルが配線されている室数を示す。

②特別教室のうち、同軸ケーブルが配線されている室数を示す。

③校内ＬＡＮ整備対象教室のうち、同軸ケーブルが配線されていない教室を示す。ＵＴＰケーブルに

よるＬＡＮ整備を必要とする。

④設置するローカルルータの数を示す。

⑤設置するスイッチングハブの数を示す。

⑥設置するモデム親機の数を示す。

⑦設置するモデム子機の数を示す。

⑧モデム子機を収納する収納盤の数を示す。

⑨情報コンセントの数を示す。モデム子機からＵＴＰケーブルを敷設し、情報コンセントを設置する。

また、③で示した教室にも情報コンセントを設置する。

⑩保守用に保持するモデム予備機の数を示す。
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　（１）現在、学校からの各種問い合わせに対応する専任の○○市ヘルプデスクを設けている。

　　　　今回導入する機器についても一元管理が必須であり、○○市ヘルプデスクで受付・対応

　　　　を実施するので導入業者はサポート業者と連携し速やかに対応できる体制を整えること。

　（２）機器故障・不具合が生じた場合は、学校から連絡できる受付窓口を一元化し、出張対応

にてサポートできる体制を有していること。

保守対応時間は、平日９：００～１７：００とする。

　（３）機器の故障等により、搬出する必要がある等修理調整に日数を要する時は、その期間中
　　　　代替機の設置など、授業に影響が出ない様に考慮すること。

　（４）修理部品の供給が可能であること。

　（５）納入後、当初の仕様及びシステム構成と異なる事態が判明した場合、納入業者が責任を持って改善を行うこと。また、現地保守対応を５年間実施すること。
　（６）設置完了後１年間はメーカー保証を有すること。

１０．機器設置の条件

　（１）平成ＸＸ年度導入の本市教育情報ネットワーク設備整備事業で導入設定されている既存のネットワークの設定を原則として変更することなく動作させること。万一、設定の変更等が必要な場合は、事前に本市と協議の上、設定を行うこと。

　（２）各小学校のネットワーク設計を行い、設計図書を発注者に提出し、両者協議の上、配線

　　　　方法及び詳細な機器設置場所等を決定すること。
　（３）同軸ケーブルの配線が必要な場合は、Ｓ－５Ｃ－ＦＢ以上の性能を有した同軸ケーブルにて敷設すること。

　（４）屋内壁面等に露出配線する場合は、金属製配線カバーにてケーブルを防護すること。

　　　　また、配線カバー切断面及び継目部分については、ジョイントカバー等を使用し、耐切創保護を行うこと。

　（５）屋外壁面等に露出配線をする場合は、金属製亜鉛めっき電線管等を用いてケーブルを防護すること。

　（６）原則床面に露出配線を行わないこととするが、止むを得ず露出配線を行う場合は床面専用配線カバーにて防護すること。

　（７）壁面等を貫通する必要がある場合は、下地探索機を用いて電線及び水道管等を損傷させない様、調査の上作業を行うこと。

　（８）天井内における配線については、特に指示がない場合はころがし配線とする。
　（９）ＥＰＳ内、天井内等に既存ケーブルラックがある場合には、ケーブルラックの上に敷設すること。

　（10）同軸LAN機器をテレビ同軸線へ接続する際は、分岐器や混合分波器等を利用すること。
　（11）放送用ブースターを超える場合は、混合分波器等を使用し信号を迂回できる様バイパス接続等を行うこと。

　（12）校舎間ＬＡＮ配線接続で、屋外及び屋外架線配線を行う場合はサージプロテクタ（雷防護製品）を両端に取り付けること。
　（13）ＵＴＰケーブルに使用するモジュラプラグについては、レバー折れ防止タイプを使用すること。

　（14）ＵＴＰケーブルのモジュラプラグ結線方法としては、原則ストレート結線とする。但し、クロスケーブルを使用する必要がある場合は、ケーブルの色を変更する等、ストレートケーブルと判別できるようにすること。

　（15）敷設したＬＡＮ（光ケーブル含む）については性能試験を行うこと。性能試験結果については、ＰＤＦデータ及び印刷物にて提出すること。

（16）敷設した全てのケーブル両端部に接続先又は敷設先をケーブルタグ等で表示を行うこと。

（17）建物に予めＬＡＮ用空配管が施工されている場合はＵＴＰケーブルにて施工を行うこと。

　　　またＨＵＢはＳＷ－ＨＵＢを使用し施工現場に適応したポート数をもった機器を設置すること。ＵＴＰケーブルはＣａｔ５eを使用し、ＨＵＢは１００ＢＡＳＥ－ＴＸ対応とする。

１１．その他

　（１）ハードウェア仕様一覧（別紙７）に記載された仕様をすべて満たすこと。

　（２）導入に係る費用は全て見積に含むこと。

別紙一覧

（別紙１　）現状の校内ＬＡＮ概要図

（別紙２　）整備後の校内ＬＡＮの環境概要図

（別紙３　）高速同軸通信方式による校内ＬＡＮ環境のイメージ図
（別紙４　）ネットワーク機器接続イメージ図

（別紙５　）平成２Ｘ年度　校内情報通信網構築業務委託（高速同軸通信方式）　実施校一覧
（別紙６　）学校別整備教室数・主な機器数一覧
（別紙７　）システム構築に必要なハードウエア仕様一覧

（別紙８　）学級の普通教室の情報コンセントの設置例

提供資料

・平成２Ｘ年度　校内ネットワーク構築実施校　校舎配置図　（ＣＤ－Ｒにより提供）

（別紙１　）

現状の校内ＬＡＮ概要図
[image: image7.jpg]eks

[COR—1 25

ST

TEL

IO,





（別紙２　）

整備後の校内ＬＡＮの環境概要図
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（別紙３　）

高速同軸通信方式による校内ＬＡＮ環境のイメージ図
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（別紙４　）

ネットワーク機器接続イメージ図

[image: image4.png]O 2 —2—HETO—F R L — 2SR
BFOF I —oQ 22D
E=bd A

V=— TP -3 REA
Ea

SERSTHOD
BSELOFIR

SERETHOD
-~ SEDEREHRETHD

HEAPC

BEFER A F I NT AR

EETUCA AV Fo b - JERAPC S fEm FEPC

SERSTHO0

e
/ﬁ BEREOHE
(e s & sERETID

SEDSREH-RETHD





（別紙５　）

平成２Ｘ年度　校内情報通信網構築業務委託（高速同軸通信方式）　実施校一覧


（別紙６　）

学校別整備教室数・主な機器数一覧

（別紙７　）

システム構築に必要なハードウエア仕様一覧

【高速同軸モデム　仕様】

以下の仕様を満たすものとする

	ファームウエア
	最新のものであること

	設定用パソコンの対応ＯＳ
	Windows 2000/XP/Vista

	高速同軸モデムインターフェイス
	Ｆ型コネクタ（メス、７５Ω）　１ポート

	　規格（通信方式）
	ＵＰＡ方式

	　周波数範囲
	4-34MHz

	　アクセス方式
	ＴＤＭＡ方式

	　セキュリティ
	子機間通信遮断機能を有していること

	　通信距離
	2km以上（5C-FBの場合）

	　接続可能台数
	親機１台に対して最大で子機３１台

	中継機能
	カスケード接続により中継可能

	ＬＡＮインターフェイス
	ＲＪ－４５　１ポート

	　規格（インターフェイス）
	100BASE-TX（IEEE802.3u）

	　伝送速度
	UDP実効速度　最大90Mbps以上　（片方向）

	　アクセス方式
	全二重通信

	　ポート数
	１ポート

	ユーザーインターフェイス
	ＬＥＤ（電源、ＬＡＮ Ｉ／Ｆ、同軸リンク状態の表示）

	　電源
	AC100V±10V （50/60Hz±１Hz）

	　質量
	約300g以下

	　消費電力
	10W以下

	　設置方法
	据置き、壁掛け（どちらも可であること）

	動作環境
	温度条件：0～40℃、湿度条件：30～80% (結露なきこと)

	その他
	VCCI Class B


【ローカルルータ　仕様】

以下の仕様を満たすものとする

	ルータ部
	

	ファームウエア
	最新のものであること

	設定用パソコンの対応ＯＳ
	Windows 2000/XP/Vista

	有線規格（ＷＡＮ側）
	IEEE802.3u/ IEEE802.3準拠（100BASE-TX/10BASE-T）

	　ポート数
	１以上

	　対応プロトコル
	TCP/IP(HTTP)

	　伝送速度
	10M / 100Mbps

	　ＩＰ取得方法
	手動 / DHCP / PPPoE /IPUnnumberd

	　コネクタ形状
	RJ-45型8極コネクタ

	有線規格（ＬＡＮ側）
	100BASE-TX/10BASE-T

	　ポート数
	４以上　AUTO-MDIX対応

	　アドレステーブル
	ＭＡＣアドレス1,024アドレス（セルフラーニング方式）

	バッファ容量
	128KByte以上

	　コネクタ形状
	RJ-45型8極コネクタ

	　その他機能
	パケットフィルタ・アドレス変更機能を有すること

	
	ＭＡＣアドレスフィルタ機能を有すること

	
	ルーティングテーブル機能を有すること

	
	

	ユーザーインターフェイス
	ＷＥＢベース

	　電　源
	ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

	使用温度範囲
	温度条件：0～40℃、湿度条件：20～80% (結露なきこと)


【スイッチングハブ　仕様】

以下の仕様を満たすものとする

	ハブ部
	

	対応規格
	1000BASE-T  IEEE802.3ab準拠
100BASE-TX IEEE802.3u準拠
10BASE-T  IEEE802.3準拠

	ポート構成
	8ポート（AUTO-MDIX対応）

	伝送速度
	1000Mbps/100Mbps/10Mbps

	スイッチング方式
	ストア＆フォワード

	バッファ容量
	128KByte以上

	ＭＡＣアドレス登録数
	ＭＡＣアドレス 4,000アドレス　セルフラーニング方式

	フロー制御
	IEEE802.3x（全二重）、バックプレッシャー（半二重）

	電　源
	RJ-45型8極コネクタ

	消費電力
	ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ　１００Ｖ直結タイプ

	使用温度範囲　
	温度条件： 0～40℃

	使用湿度範囲
	湿度条件：10～85% (結露なきこと)


【モデム親機・中継機・子機の専用収納盤　仕様】

以下の仕様を満たすものとする

	名称
	通信機器用プラボックス

	材質・サイズ
	合成樹脂（機器が入り、修理の際に出し入れが円滑にできるサイズであること）

	設置場所
	屋内用

	その他
	放熱のための通風孔（スリット）があること


【その他　仕様】

以下の仕様を満たすものとする

	　ハイパスフィルタ
	モデム親機に対応した製品であること

	情報コンセント
	ＲＪ－４５型（１口）、異物の侵入を防ぐカバー付であること

	モール
	幅１７ｍｍ程度、壁面のＬＡＮケーブルを保護する強度をもつもの

	屋内用ＵＴＰケーブル
	カテゴリ５e、屋内配線用であること

	屋外用ＵＴＰケーブル
	カテゴリ５e、屋外配線用であること

	同軸アンテナケーブル
	５Ｃ－ＦＢ


（別紙８　）

学級の普通教室の情報コンセントの設置例
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＜補足＞保守費は、文部科学省の学校情報通信技術環境整備事業費補助金


の対象外です。

































































































































































































































































































































































